
 

 

様式４－４ 

事業概略書 

事 業 名 
強度行動障害支援者養成研修（実践研修）プログラム及びテキストの開発

について 

事 業 目 的 

平成25年度より都道府県地域生活推進事業のメニュー項目に盛り込まれた

強度行動障害支援者養成研修（基礎研修）は、行動障害の著しい人たち、

ならびにその行動の原因について、「誤った解釈をしない」ことに焦点を当

て、チームの一員として支援の一端を担えることを目標とした研修である。

次の段階として、支援計画の立案、支援手順書が作成できる従業者の養成

が求められており、本研究はそうした強度行動障害（児）者への支援計画

立案に必要と考えられるポイントを提供する、実践研修プログラムを作成

することを目的とした。加えて、平成 27 年度以降の基礎研修開催に向けて

の基礎資料を得るための調査も実施した。 

事 業 概 要 

 行動援護従業者養成研修と強度行動障害者支援者養成研修との整合性、

基礎研修と実践研修の位置づけを明確化し、２日間（12 時間）の実践

研修プログラムを作成した。 

 研修プログラム、テキスト及び研修運営マニュアルを作成すると共に、

実践研修の企画・運営を担う指導者を養成する指導者研修を実施した。 

 47 都道府県の関係窓口機関・部所を対象に、研修実施の現状や課題点

等を調査した。 

 強度行動障害（児）者に対し、先駆的な取り組みを行っている事業所へ

ヒアリングを行うとともに、研修用映像教材を作成した。 

事業実施結果 

及び効果 

 平成 26 年 10 月 15 日・16 日に指導者研修を実施した（124 人受講）。受

講者等からは、内容並びに運営方法については概ね高評価を得た。 

 本事業を踏まえ、次年度以降の｢強度行動障害支援者養成研修（実践研

修）｣のカリキュラムが正式に確定された。 

 テキスト並びに研修運営マニュアルを作成したほか、｢強度行動障害支

援者養成研修（基礎・実践研修）サポートデスク｣を｢のぞみの園｣内に

設置し、都道府県で開催される研修のフォローアップを図ると共に、都

道府県からの要望が高かった、①効果的な基礎研修開催に向けた基礎資

料の作成、②基礎及び実践研修で活用する映像教材（DVD）を作成した。 

事 業 主 体 

郵便番号：370-0865 

所 在 地：群馬県高崎市寺尾町２１２０－２ 

法 人 名：独立行政法人国立重度知的障害者総合施設のぞみの園 

電話番号/E-MAIL：027-325-1501（代表）／webmaster@nozomi.go.jp 

 （注） 

１ 本様式の作成にあたっては、厚生労働省ホームページに掲載するため、一般に公開することを想定し、分

かりやすい表現に努めること。 

 ２ 本様式は、事業の概略をまとめるために作成するものであり、別途実施した事業についての成果物を必ず

提出すること。 

 ３ 「事業目的」､「事業概要」、「事業実施結果及び効果」について、それぞれ２５０字程度で簡潔に記入す

ること。 


